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留学生の声 
  

塾内在籍高校・学年（派遣時） 女子高等学校 3年 

留学先高校名 Phillips Exeter Academy 

留学期間 2018年 9月から 2019年 6月まで 

 

どのようなことを期待して渡航しましたか？ 

英語のスキルが上達することはもちろん、エクセターの豊富なコース選択の中で日本では経験できないよう

な授業を取るのが楽しみでした。ハークネスという私にとって初めての授業形式に不安も感じていました

が、楽しみの方が大きかったです。また、世界中でトップの生徒が集まる学校にはどんな人たちがいるの

か、そしてそういう人たちとコミュニケーションを取って行く中で私自身がどのように変わるのか期待して

いました。私は女子高ではラクロス部に所属し、部活などの課外活動は学校生活に必要不可欠だと思ってい

るので、積極的に課外活動に参加し、勉強だけではなく、自分の興味のあること、好きなこともして充実し

た留学生活にしたいと思っていました。 

留学を振り返って 

留学先では期待以上の生活を送ることができました。学業だけでなく、クラブ活動やボランティア活動など

も充実していて、毎日新しいことを学ぶ事ができ、心から楽しめました。ハークネスの授業形式も最初は緊

張していましたが、徐々に慣れ、毎日ディスカッションするのが楽しみでした。そして授業後も会話を続け

たり食事の時にアカデミックな会話をしたりして授業外でも常に意見を交換し合うことで刺激され、今では

このような会話をするのが大好きになりました。 

課外活動は何をしていましたか？  

スポーツ： 
1 年間ずっとダンスをしていました。秋のダンスはバレエ、モダン、ヒップホップの総合クラス、冬はヒッ

プホップ専門のクラス、そして春はバーシティーのダンスで学期の最後に行うダンスショーのために毎日練

習していました。 
 
ボランティア： 
-ESSO Tutoring for Children 秋学期、週 1 回 
児童への個別指導 
-ESSO Operation Smile 通年 
Operation Smile と提供してエクセターに Cleft Lip Palate の意識を教えたり、募金活動をしたり、近くの

小学校や中学校にプレゼンを行いました。 
-ESSO HFCC Dance 通年、週 1 回 
エクセターの保育園を訪れ、保育園児にダンスを教えました。 
 
部活動： 
-Beats Of Asia 通年、週 2 回 2 時間 KPOP Dance  
-In Motion 通年、週 1 回 2 時間 Hip Hop Dance 
-IMANI 通年、週 1 回 2 時間 Audition Based Hip Hop Dance 
-MIT Launch Club  秋・冬学期 
Science/Engineer/Entrepreneurship Club グループで会社を立ち上げ、商品を作り、どのようにマーケティ

ングをするかなど、企業を設立するプロポーザルを MIT がスポンサーの大会で発表しました。私たちのグル

ープはの授業の延長でトリハロメタンを除去できる水のフィルターを考え出しました。 
-Japanese American Society 通年、週 1 回 
日本人と日本に興味のある人たちと夕食を食べました。たまにみんなで日本食を作ることもありました。 
 
その他： 
-Asian American Footsteps Conference at Hotchkiss 



慶應義塾一貫教育校派遣留学制度 

  2/2  

複数の学校から選ばれたアジア人 25 人が集まり、様々なアイデンティティーに関わるワークショップを行

いました。 
-Green Umbrella Learning Lab 
Climate Action Day にて Exeter Water の Trihalomethanes についてプレゼンテーションワークショップを

行いました。このプレゼンテーションのために GULL で行ったことに加え、UNH の教師やタウンオフィシ

ャルの方々とインタビューをしました。 

授業・宿題について 

エクセターの一番の特徴は、すべての授業がハ

ークネスという形式で行われることです。日本

のほとんどの学校では講義形式で授業が行われ

ますが、エクセターではすべての教室に大きな

楕円型のテーブルが１つあり、12 人の生徒と先

生がテーブルを囲むように座り、生徒が主体と

なってディスカッションを進めます。生徒達が

宿題の中から話すトピックを決め、それぞれの

アイデアに賛成・反対・補足しながらディスカ

ッションが進み、先生は必要な時だけ介入する

ので、先生から学ぶというよりは生徒から学ぶ

という感じです。ディスカッションをスムーズ

に行うためには宿題のリーディングをしてくる

ことが必須になります。毎日ある程度の量のリ

ーディングが宿題として出され、次の日にはそ

のリーディングを基にディスカッションをしま

す。ハークネスの中で気をつけなければならな

いことは他人の話を遮らないことです。自分が

話す前に周りをよく見て話したそうな人がいな

いか確認をしてから話し始めます。こうすることで手を上げないでもスムーズにディスカッションが進みま

す。 
宿題は 1 科目 1 時間を目安に出されますが、科目によってはもっと時間がかかりました。数学以外は全てリ

ーディングの宿題で、テキストで 15～20 ページくらい、本は 30～60 ページくらいを 1 科目で出されます。

次の日のハークネスで話せるようにきちんとその内容を理解する必要がありますので、私は書き込みなどを

していました。ただ、本当に全てじっくり読んでいると宿題が終わらず寝られないので、上手く Skim 
Reading をする必要があります。 

 

今後の派遣留学生へのアドバイス 
今後の派遣生には、エクセターで色々な人に出会い、その人たちとたくさん話してほしいと思います。エク

セターには素晴らしい生徒が大勢います。彼らは話しているだけで頭の良さが伝わり、何かしらの特技を持

ち、将来の夢を持ち、世界の政治のことなどにも興味があって、自分の意見をしっかりと持っていました。

わずか 10か月の留学期間中にやりたいことが沢山あった私は、最初の秋学期にまだ授業や生活に慣れないの

に多くのクラブやボランティアに参加し、時間的・精神的に非常に余裕のない状態で過ごしてしまいまし

た。しかし、最後の春学期になって少し時間に余裕ができると、新しい友人が沢山でき、卒業する時にもっ

とこの人たちと過ごしたかったなと思いました。 

 
以上 

 


